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防
災
研
修
棟
・
市
民
広
場
が
完
成

市
街
地
の
防
災
機
能
を
強
く
す
る

防
災
研
修
棟

市
民
広
場

　

安
来
庁
舎
周
辺
は
人
口
が
集
中
す

る
地
域
。
５
千
人
以
上
が
暮
ら
す
市

街
地
で
す
。
こ
の
エ
リ
ア
の
避
難
場

所
（
指
定
緊
急
避
難
場
所
）
と
し
て

機
能
す
る
「
防
災
研
修
棟
」「
市
民

広
場
」
が
３
月
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

両
施
設
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
進

め
て
き
た
安
来
庁
舎
お
よ
び
周
辺
工

事
の
一
環
で
整
備
し
て
き
た
も
の
で

す
。
旧
市
民
会
館
が
建
っ
て
い
た
場

所
で
、
安
来
庁
舎
南
側
に
隣
接
し
、

木
戸
川
沿
い
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

が
完
成
し
た
こ
と
で
、
中
心
市
街
地

の
拠
点
と
な
る
整
備
事
業
が
全
て
完

了
し
ま
し
た
。

　
「
防
災
研
修
棟
」
と
「
市
民
広
場
」

は
、
大
規
模
火
災
や
地
震
が
発
生
し

た
時
に
は
一
時
的
な
避
難
場
所
と
し

て
利
用
し
ま
す
。
ま
た
、
長
期
的
な

支
援
が
必
要
な
場
合
に
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
自
衛
隊
な
ど
支
援
団
体
の

本
部
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

防
災
・
減
災
を
学
ぶ
防
災
研
修
棟

　

防
災
研
修
棟
は
、
非
常
時
に
機
能

を
発
揮
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
設
備
が
あ

り
ま
す
。
内
部
に
あ
る
約
２
０
０
㎡

の
研
修
室
は
避
難
室
に
な
り
、
用
途

に
応
じ
て
間
仕
切
り
で
３
区
画
に
分

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
約
１
０
０

人
の
収
容
が
可
能
で
、
備
蓄
倉
庫
に

は
数
日
分
の
食
料
な
ど
が
保
管
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
個
室
に
な
っ
た
研
修
室

は
、
非
常
時
に
は
医
務
室
と
し
て
活

用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ト
イ
レ
も
男
女
お
よ
び
多
目
的
の
も

の
が
あ
り
、
ま
た
、
建
物
の
内
部
と

外
部
用
が
備
わ
っ
て
い
る
の
で
、
大

人
数
の
利
用
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

棟
の
出
入
り
口
や
ト
イ
レ
は
バ
リ

市
道
川
尻
３
号
線

【施設概要】防災研修棟：鉄骨造、平屋建て。延床面積は 484 ㎡、耐震構造となっ
ています。公園を含めた敷地面積は 3,828 ㎡。平成 31 年 3月に完成しました。

▲ 4月 19 日、統計調査員の皆さんが研修
会にあわせて施設を見学。写真は備蓄室。

安
来
商
工
会
議
所

避難者の手当てや介
護ができる医務室

バリアフリー対応の
多目的トイレ

72 時間稼働可能な
非常用発電機

外側から利用可能な
トイレ

東屋は非常時、調理
等に活用します

防災パーゴラ。災害
時にはテントを設置。

ロビーには防災・減
災の資料を展示。

出入り口は段差が
ありません。

←
木
戸
川
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研修室マンホールトイレかまどベンチ

ア
フ
リ
ー
対
応
。
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
高

齢
者
に
対
応
し
た
施
設
で
す
。

　

ロ
ビ
ー
に
は
防
災
の
啓
発
資
料
を

展
示
し
て
お
り
市
民
の
皆
さ
ん
の
防

災
研
修
な
ど
の
場
と
し
て
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。

市
民
広
場
に
も
工
夫
が

　

芝
生
が
広
が
る
市
民
広
場
は
普

段
、
公
園
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

遊
具
や
ベ
ン
チ
・
東
屋
を
は
じ
め
、

健
康
器
具
等
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
非
常
時
の
際
に
は
こ
の

広
場
は
防
災
研
修
棟
と
連
動
し
た
防

災
拠
点
に
な
り
ま
す
。
マ
ン
ホ
ー
ル

ト
イ
レ
や
か
ま
ど
ベ
ン
チ
、
防
災

パ
ー
ゴ
ラ
（
災
害
時
に
は
テ
ン
ト
を

取
り
付
け
簡
易
小
屋
と
し
て
活
用
）

な
ど
、
避
難
場
所
と
し
て
の
機
能
を

補
完
す
る
設
備
が
整
っ
て
い
ま
す
。

　

防
災
研
修
棟
と
市
民
広
場
は
新
た

に
整
備
し
た
「
市
道
川
尻
３
号
線
」

に
面
し
て
い
ま
す
。
木
戸
川
に
架
か

る
木
戸
川
下
橋
も
車
両
の
通
行
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
木
戸
川
の
左
岸
か
ら
の
行
き
来

が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
ま
す
。

▼
防
災
研
修
棟
の
ご
利
用

通
常
は
、
各
種
研
修
や
会
議
な
ど
で

利
用
で
き
ま
す
。
土
足
厳
禁
。
飲
食

は
可
能
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は
管
財
課
（
☎
23-

３
０
３
０
）
へ
。

　

避
難
し
た
時
に
い
ち
ば
ん
困

る
の
が
ト
イ
レ
で
す
。
防
災
研

修
棟
に
は
た
く
さ
ん
の
ト
イ
レ

が
あ
り
、
ま
た
、
公
園
で
は
簡

易
ト
イ
レ
の
用
意
が
し
て
あ
る

と
の
こ
と
な
の
で
納
得
で
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
個
室
で
ベ
ッ
ト
を
備

え
た
救
護
室
が
あ
り
さ
ら
に
安

心
で
す
ね
。

　

災
害
時
に
は
日
赤
な
ど
外
部

団
体
か
ら
物
資
が
送
ら
れ
て
来

る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
備

蓄
倉
庫
を
見
学
し
、
市
の
段
階

で
準
備
さ
れ
て
い
る
の
を
見
て

安
心
し
ま
し
た
。

　

立
派
な
建
物
な
の
で
、
普
段

は
有
効
に
活
用
さ
れ
る
と
よ
い

と
思
い
ま
す
。

山本敏枝さん 中島澄江さん

見
学
し
た
皆
さ
ん
の
感
想

普段

避難

普段

普段

避難 避難

市民広場にある７基の「かまど
ベンチ」。木戸川沿いに並び、普
通のベンチとして利用します。

座板を外すと、炊き出し用の釜
が２個設置できます。備蓄品に
は木炭が含まれています。

芝生の中にあるマンホールのふ
た。普段は広場で遊ぶ時に、障害
とならないようになっています。

マンホールの上に簡易トイレを置
き、テントをかぶせることで防災
トイレとなります。８基あり。

研修室は普段、中小規模の会議
などで利用します。会議机や音
響機器が備わっています。

災害時には 100 人収容が可能な
避難場所になります。間仕切り
で 3分割にできます。

防災研修棟・市民広場が完成

災害時には違う使い方になります


